
施策 No.６ 歴史資産などの保全・活用・発信 

めざす暮らしの姿 現状 課題 基本方針 まちづくりの目標 

１・生涯学習や学校教育等の様々な機会を通

じて、国史跡等の八尾の歴史資産に触れる

ことができ、市民が郷土に誇りを感じてい

ます。 

［歴史資産の活用・発信］ 

１・史跡の清掃、イベントの運営等に、多く

の市民ボランティアが携わっています。 

１・ボランティアの高齢化が進んでいます。 

 

① 生涯学習や学校教育等での活用、市内外

への周知や啓発・発信が積極的にできるよ

う、国史跡である高安千塚古墳群や由義寺

跡を代表とする、各種歴史資産の保全・整

備等の取り組みを進めます。 

 

目標１ 未来への育ちを誰も

が実感できるまち 

目標３ 活気にあふれ、誰も

が誇りを持ち活躍できるまち 

目標５ つながりを持ち自分

らしさが実現できるまち 

２・地域住民との協働等により、様々な歴史

資産等を次世代に継承するための保全・活

用の取り組みが広がり、貴重な文化財が後

世に受け継がれています。 

［歴史資産の保全］ 

２・文化財保護法が改正され、地域の文化財

を総合的に保存・活用するための文化財保

存活用地域計画や国指定文化財の確実な

継承のための保存活用計画の策定が制度

化されました。 

３・平成 30（2018）年２月に由義寺跡が新

たに国史跡に指定されたほか、高安千塚古

墳群の追加指定に向けた取り組みを進め

るなど、山麓の古墳などに代表される歴史

資産の保存が進んでいます。 

４・市史編纂や歴史民俗資料館等の調査によ

って文化財の史料やデータが蓄積され、市

域の歴史の解明が進んだことで指定文化

財の件数が増加しています。 

２・少子高齢化の進展により、地域の歴史資

産（地蔵・道標など）を護る人が減少して

おり、滅失や散逸等の防止や地域の祭りや

慣習等の継承が課題です。 

３．こうした地域の歴史資産を保全・活用す

るため、地域社会全体による取り組みが求

められています。 

③ 地域に受け継がれてきた様々な歴史資産

等を次世代に継承するために、地域住民と

の協働による保全、活用、発信を進めます。 

目標５ つながりを持ち自分

らしさが実現できるまち 

３・歴史資産や文化財施設の情報が身近に得

られることで、八尾の歴史資産等の魅力が

市内外に広く知られ、観光と連携した取り

組みが行われています。 

［歴史資産の活用・発信］ 

５・日常的に利用できるように史跡等が整備

されていないところもあり、市民や来訪者

が歴史資産に触れる機会が少ない。 

４・歴史資産に関する情報や魅力が市内外に

さらに伝えられることが求められます。 

② 市民や来訪者が歴史資産について学べる

ように、市域にある歴史資産や文化財施設

の情報発信を進めます。 

 

目標３ 活気にあふれ、誰も

が誇りを持ち活躍できるまち 

 

 

 

  

＜メモ＞ ＜メモ＞ ＜メモ＞ ＜メモ＞ 
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施策 No.８ 文化芸術の振興 

めざす暮らしの姿 現状 課題 基本方針 まちづくりの目標 

１・個人や団体の文化芸術活動が盛んに行わ

れています。 

 

［文化芸術活動］ 

１・文化芸術を通じ心豊かに暮らせる文化的

なまちの創造に向けて、各種文化芸術振興

事業を展開しています。 

１・日常生活において文化芸術に親しむ市民

を増やしていくことが課題です。 

 

① 市民、市民団体の創作・発表活動の活性化

に向けて、創作・発表の場の確保、活動に

加わるきっかけづくり、活動・交流の幅の

拡大に向けて支援をしていきます。 

目標５ つながりを持ち自分

らしさが実現できるまち 

２・身近に文化芸術にふれることができる機

会があります。 

 

［文化芸術活動］ 

２・市民が身近に文化芸術活動に触れるよう

にするため、コミュニティセンター等を会

場とした文化芸術イベントの開催や、アウ

トリーチ事業に取り組んでいます。 

２・市民の文化芸術振興の拠点である文化会

館の機能更新を図り、市民が安全・快適に

利用でき、市民の文化芸術活動の活性化に

寄与していくことが課題です。 

② 文化芸術を通じて心豊かに暮らせる文化

的なまちの創造に向けて、拠点である文化

会館をはじめ各施設で文化芸術の振興を

図っていきます。 

③ 市内のさまざまな場所で文化芸術にふれ

ることができる機会を設けていきます。 

目標５ つながりを持ち自分

らしさが実現できるまち 

３・街中に文化芸術があふれていて八尾の魅

力を感じることができます。 

［文化芸術活動］ 

３・吹奏楽のまちとしてのイメージを高めて

いくため、交響楽団や大学等による中学校

部活動の指導や、吹奏楽フェスティバルの

開催等、普及・振興に取り組んでいます。 

３・八尾に根づく地域文化を市内外に発信

し、八尾の魅力として高めていくことが課

題です。 

④ 観光振興と連携した八尾の文化芸術・地

域文化の魅力発信に向けて、多様な主体

（行政、観光協会、ＮＰＯ、地域団体、民

間企業など）が協働して取り組んでいきま

す。 

目標３ 活気にあふれ、誰も

が誇りを持ち活躍できるまち 

４・文化芸術の力で子どもたちの笑顔が輝い

ています。 

［文化芸術活動］ 

 

 ⑤ 幅広いジャンル、世代、地域を対象とした

事業展開を基本としつつ、特に、次代を担

う子どもを対象とした取り組みを進める

ことで、文化芸術が与える感動により子ど

もたちの生きる力と心の豊かさを育んで

いきます。 

目標１ 未来への育ちを誰も

が実感できるまち 

 

 

 

  

＜メモ＞ ＜メモ＞ ＜メモ＞ ＜メモ＞ 



施策 No.27 一人ひとりの人権が尊重される差別のない社会の推進 

めざす暮らしの姿 現状 課題 基本方針 まちづくりの目標 

１・一人ひとりの人権が尊重され、差別のな

い、共に認め合い、全ての生活領域で誰一

人取り残されることなく安心して暮らし

ています。 

 

[人権教育・啓発] 

１・市民一人ひとりが人権を自分自身の問題

としてとらえ、人権尊重の重要性を正しく

認識し、すべての人権が尊重される社会、差

別のない社会を築くため、八尾市人権協会

や八尾市人権啓発推進協議会の協力のも

と、地域・市民主体の地区人権研修をはじめ

人権教育啓発プランに沿って人権課題の解

決に向けた啓発などの取り組みを行ってい

ます。 

１・学校、職場、地域等において差別を解消

するための人権教育・啓発をさらに進めて

いくことが課題です。 

① すべての人権が尊重される社会、差別の

ない社会を築くため、学校、職場、地域等、

あらゆる場を通じた人権教育・啓発に取り

組みます。 

 

目標４ 日常の暮らしが快適

で環境にやさしいまち 

目標５ つながりを持ち自分

らしさが実現できるまち 

[人権課題への対応] 

２・人権を取り巻く環境の変化に対し、障害

者差別解消法、ヘイトスピーチ解消法、部

落差別解消推進法など、個々の人権課題に

対する、法の制定が進められています。 

２・インターネットによる差別事象の発生な

ど新たな人権課題への対応が求められて

います。 

 

② 人権を取り巻く環境の変化に適切に対応

していくために、部落差別解消推進法、障

害者差別解消法、ヘイトスピーチ解消法も

踏まえた地域における包括的な相談支援

体制の整備に取り組みます。 

[人権尊重のまちづくり] 

３・人権コミュニティセンターにおいて、社

会福祉法及び基本的人権の尊重の精神に

基づき、地域住民の福祉の向上を図るとと

もに、様々な人権問題の速やかな解決と人

権尊重のまちづくりに向けた取り組みを

進めています。 

３・老朽化している人権コミュニティセンタ

ー（桂、安中）の機能更新について、地域

全体のまちづくりとして計画的に検討を

進めるとともに、人権に関わる情報発信や

活動の場の提供、人材の育成などを集約す

る人権教育・啓発センター機能の充実に向

けた取り組みを進めることが課題です。 

③ 人権教育啓発を行うとともに、差別や生

活困難など、さまざまな社会的困難を抱え

ている市民の自立支援を推進する環境整

備に取り組みます。 

 

２・未然防止、早期発見の取り組みにより、

いじめのない社会が実現しています。 

 

[いじめ問題への対応] 

４・八尾市いじめ防止基本方針に基づき、い

じめ防止に向けた取り組みを進めていま

す。 

 

４・今後ともいじめの未然防止、早期発見の

取り組みをさらに進めていくことが課題

です。 

④ 子どもの権利を守るため、子どものいじ

め相談に取り組むとともに、いじめ防止等

に向けた市民啓発を行います。 

 

目標１ 未来への育ちを誰も

が実感できるまち目標５ つ

ながりを持ち自分らしさが実

現できるまち 

３・家庭、職場、地域において環境づくりが

進められることにより、性別に関わらず、

すべての人が活躍しています。 

[男女共同参画] 

５・ＤＶ被害者をはじめとする女性に対する

相談・支援を実施しています。 

 

５・性別に関わらず、誰もが自由に生き方を

選択できる男女共同参画社会の実現に向

けた施策の展開が必要です。 

⑤ 家庭、職場、地域で性別にかかわらず全て

の人が共に活躍できる環境づくりを進め

ます。 

目標３ 活気にあふれ、誰も

が誇りを持ち活躍できるまち 

目標５ つながりを持ち自分

らしさが実現できるまち 

目標６ みんなの力でともに

つくる持続可能なまち 

 

 

 

  

＜メモ＞ ＜メモ＞ ＜メモ＞ ＜メモ＞ 



施策 No.28 平和意識の向上 

めざす暮らしの姿 現状 課題 基本方針 まちづくりの目標 

１・核兵器の恐ろしさや戦争の悲惨さを伝え

る体験講話を通じて、全ての若者・子ども

たちが、平和な社会の実現を願っていま

す。 

[平和意識] 

１・終戦から 70 年以上が経過し、戦争を知

らない世代の平和への意識の醸成が難し

くなってきています。 

２・被爆体験者から被爆体験講話を実施し青

少年への平和啓発に取り組んでいます。 

１・被爆体験講話者の高齢化に伴い、今後の

講話の実施体制の確保とともに、戦争遺跡

の保存及び戦争体験を伝承し、若い世代へ

の平和意識の高揚を図っていくことが課

題です。 

① 戦争体験講話を継続するため、実施体制

の確保を進めます。 

 

目標１ 未来への育ちを誰も

が実感できるまち 

２・平和意識の向上を図る啓発活動等を通じ

て、国際社会の平和と安定を維持すること

の大切さが伝わっています。 

３・国際社会情勢が不安定であり、平和の大

切さが改めて問われています。 

４・市内の戦争遺跡など、市民に身近なとこ

ろから平和の尊さを考える機会を提供し

ています。 

 ② 戦争を知らない世代に平和の大切さを伝

えていくとともに、身近な地域に残る戦争

遺跡や市民の戦争体験談を通して平和意

識の高揚に取り組みます。 

目標６ みんなの力でともに

つくる持続可能なまち 

 

 

 

  

＜メモ＞ ＜メモ＞ ＜メモ＞ ＜メモ＞ 



施策 No.29 多文化共生の推進 

めざす暮らしの姿 現状 課題 基本方針 まちづくりの目標 

１・さまざまな外国人市民が相互理解を深

め、尊重し、学びあいながら共生していま

す。 

 

[多文化共生] 

１・改正出入国管理法の施行を受け、今後も、

外国人市民が増加していくことが想定さ

れます。 

 

１・生活文化や習慣・言語の多様性を認め合

い、それぞれの人権を尊重し合う社会をと

もに築くための取り組みが必要です。 

２・ヘイトスピーチ解消法の制定を踏まえた

取り組みの推進が必要です。 

① 外国人市民が安心して八尾で学び、働き、

暮らすことができる環境づくりや外国人

市民の人権が尊重される社会づくりを進

めます。 

 

目標５ つながりを持ち自分

らしさが実現できるまち 

２・共生社会の推進により、多くの外国人市

民が八尾のまちに集まり、学び、働き、活

躍しています。 

 

[外国人市民の生活支援] 

２・日本語でのコミュニケーションが取りづ

らい外国人市民へ、八尾市国際交流センタ

ーや民間団体が、日本語学習を支援してい

ます。 

３・外国人市民が安心して生活が送れるよ

う、不安や悩みを外国語により相談できる

相談窓口を市内３か所に開設しています。 

 

３・外国人市民が必要とする情報が様々な媒

体や手段を活用して入手できるようにし

ていくことが課題です。 

４・公共機関だけでなく民間事業所等におい

ても、外国人市民が保健、医療、子育て、

教育等の各種サービスを利用しやすい環

境づくりの促進が課題です。 

５・災害時に外国人市民に対する支援が適切

に行える体制整備が課題です。 

③ 働くこと、学ぶことを目的に日本に来る

外国人が、八尾市を生活拠点とし、活躍で

きるように、多言語による情報発信の強

化、相談体制の充実等に取り組みます。 

目標３ 活気にあふれ、誰も

が誇りを持ち活躍できるまち 

目標５ つながりを持ち自分

らしさが実現できるまち 

３・姉妹・友好都市をはじめとする海外の都

市との交流が活発に行われ、互いの文化や

歴史の理解が深まり、豊かな共生社会が形

成されています。 

[国際交流] 

４・国際交流の推進にあたっては、国際社会

情勢を取り巻く環境を常に注視し進めて

いくことが必要となっています。 

 

６・姉妹・友好都市との交流事業において、

参加者数が減少傾向にあり、また、SNS 等

を活用した交流も活発であることから、国

際交流事業のあり方を検討する必要があ

ります。 

② 日本人と外国人市民が生活文化や習慣等

に対する相互理解を深めるために、交流の

機会の創出、外国人市民の地域活動への参

画の促進等に取り組みます。 

 

目標３ 活気にあふれ、誰も

が誇りを持ち活躍できるまち 

目標５ つながりを持ち自分

らしさが実現できるまち 

 

 

 

 

  

＜メモ＞ ＜メモ＞ ＜メモ＞ ＜メモ＞ 



施策 No.30 地域のまちづくり支援・市民活動の促進 

めざす暮らしの姿 現状 課題 基本方針 まちづくりの目標 

１・地域住民が多様な主体と協力・連携し、

地域課題の解決に向けた活動が実践され

ています。 

 

[地域のまちづくり] 

１・校区まちづくり協議会において「わがま

ち推進計画」に基づき、校区まちづくり交

付金を活用して、安全・安心、世代間交流

等、多様な活動が実施されています。 

１・地域課題が多様化・複雑化しており、地

域における課題共有の促進や、課題解決力

を高めていくことが課題です。 

 

① 地域における課題共有を進めていくた

め、様々な機会を通じて地域課題の把握に

努め、その内容をわかりやすく情報発信・

情報共有し、住民が地域課題を自主的に解

決していけるよう、支援を行います 

目標５ つながりを持ち自分

らしさが実現できるまち 

目標６ みんなの力でともに

つくる持続可能なまち 

［出張所等］ 

２・出張所等では、相談機能等を充実し、地

域のまちづくりを進めています。 

２・地域の課題解決力や組織運営能力の向上

につながるように、地域の特性や、地域団

体等の運営状況を踏まえた適切な支援を

行うことが課題です。 

２・様々な地域活動や市民活動へ、多くの市

民が参加することで、地域の組織運営や、

地域活動や市民活動の持続性が高まって

います。 

[地域のまちづくり] 

３・地域コミュニティの基礎である町会への

加入率が減少し、町会組織の運営の継続が

困難となる可能性のある地域が一部でみ

られます。 

３・地域団体等において、役員の高齢化や担

い手不足等がみられます。活動の持続性を

高めるために、担い手の確保等、組織運営

力の向上が課題です。 

③ 校区まちづくり協議会や町会等の地域団

体による活動の持続性を高めるため、組織

運営力の向上を支援します。 

目標６ みんなの力でともに

つくる持続可能なまち 

３・様々な人材や活動をつなぐことで、地域

の活性化につながるアイデアの創出や、よ

り多くの活動資源が集まるようになって

います。 

［市民活動等］ 

４・市民活動においては、社会的な問題に関

心をもち、課題解決に向けた活動に関わる

若い世代や企業が増えてきています。ま

た、様々な地域団体との連携も広がってい

ます。 

 

４・様々な地域課題の解決に向けて、市民活

動団体等の専門性やネットワーク、行動力

が地域団体との連携により、活かされる機

会づくりを進めていくことが課題です。 

５・地域との連携による活動を促進するた

め、八尾市市民活動ネットワークセンター

「つどい」における中間支援機能の一層の

充実が必要とされています。 

② 地域における課題解決力を高めていくた

めに、住民や地域団体、市民活動団体等、

多様な主体による連携・協力による課題共

有・アイデア創出・アイデア実践を促進し

ます。 

 

目標６ みんなの力でともに

つくる持続可能なまち 

 

 

 

 

  

＜メモ＞ ＜メモ＞ ＜メモ＞ ＜メモ＞ 



施策 No.31 生涯学習とスポーツの振興 

めざす暮らしの姿 現状 課題 基本方針 まちづくりの目標 

１・市民が生涯にわたって、あらゆる機会に、

あらゆる場所において学習することがで

き、学んだ知識や成果を社会に還元できる

環境づくりにより、自己の人格を磨き、高

い幸福感を持ちながら地域社会で活躍し

ています。 

［生涯学習］ 

１・「人生 100 年時代」を豊かに生きていく

ため、生涯にわたる学習や能力向上が重視

されていく傾向にあります。 

 

１・学んだことを地域社会等で活かすところ

までには至っていない市民が多く、市民が

自ら学んだことを地域で実践・活躍できる

環境づくりが課題です。 

 

① 市民が主体的に学術・文化・教養の向上を

図るとともに、日常生活における課題の解

決に寄与する学習が行えるよう、学習機会

の創出を図ります。 

② 「学びの循環」「知の循環」を促進し、社

会全体が持続可能な生涯学習社会となる

よう、市民が自ら学んだことを地域で実

践・活躍できる環境づくりを進めるととも

に、とりわけ、若い世代が自らの得意分野

を活かして地域のまちづくり活動等への

つながりづくりを進めます。 

目標１ 未来への育ちを誰も

が実感できるまち 

目標５ つながりを持ち自分

らしさが実現できるまち 

２・生涯学習活動を行う世代層においても、

高齢者の比率が高く、若い世代、勤労世代

の参加を促していく必要があります。 

２・子どもを取り巻く社会・経済情勢の激し

い変化の中で、困難を抱える家庭や子ども

たち、外国にルーツを持つ子どもたち、障

がいのある子どもたち等が生涯を通して

学べる環境づくりが求められています。 

③ 家庭・学校・地域のつながりを一層深めな

がら、地域社会全体ですべての子どもの育

ちを見守る仕組みづくりを進めます。 

 

２・市民が、ライフステージに応じたスポー

ツや運動を継続的に取り組み、地域社会が

スポーツを通じて、都市の魅力と人々の活

気にあふれています。 

[スポーツ] 

３・東京オリンピック・パラリンピックをは

じめ、世界的スポーツ競技大会の開催が続

き、これらを契機としたスポーツ振興の機

運が高まっています。 

 

３・すべての人がスポーツを楽しむ機会や環

境づくりが求められています。 

４・市民の健康維持増進を進める上で、日常

生活の中から気軽に身体を動かす運動や

スポーツに取り組む意識の醸成や習慣づ

けを図る啓発活動が必要です。 

④ 市民が気軽に運動を通した健康づくりに

取り組めるよう、体操やウォーキング等、

身近で参加できる運動・スポーツ活動の機

会を地域との協働により創出します。 

⑤ 運動やスポーツの楽しさや喜びを実感で

きるよう、スポーツ関係機関と連携して、

子どもたちが世界レベルのスポーツ選手

と触れ合い、感動を味わう機会づくり等を

進めるとともにスポーツを通した都市の

活気を高めます。 

目標１ 未来への育ちを誰も

が実感できるまち 

目標５ つながりを持ち自分

らしさが実現できるまち 

 

[スポーツ] 

 

５・市立総合体育館や屋内プールなどのスポ

ーツ施設の老朽化が進んでいます。 

 

 

 

 

  

＜メモ＞ ＜メモ＞ ＜メモ＞ ＜メモ＞ 



施策 No.32 信頼される行政経営 

めざす暮らしの姿 現状 課題 基本方針 まちづくりの目標 

１・財源や人材などの行政資源を計画的・効

果的に最大限活用し、市民が必要とする行

政サービスが的確に提供される持続可能

な行政経営が行われています。 

[持続可能な行政運営] １・次年度の市政運営の基本的な方針を共有

しながら、庁内横断的な連携議論を行い、

限られた財源を効果的に配分していく計

画的な手法による毎年度の行政経営を進

める必要があります。 

 目標６ みんなの力でともに

つくる持続可能なまち 

[持続可能な行政運営] ２・安定的な税収の確保とともに、ガバメン

トクラウドファンディング等の歳入確保

手法により、健全な財政状況の維持及び将

来を見据えた財政運営を引き続き進める

必要があります。 

③ 持続可能な行政経営を進めるため、様々

な工夫や手法を取り入れながら財源の安

定的な確保に取り組みます。 

 

[持続可能な行政運営] ３・社会経済情勢や行政ニーズへの多様な変

化に対応するため、効果的で効率的な人材

確保策や適正な人事配置といった仕組み

づくりに引き続き取り組む必要がありま

す。 

 

［行政への信頼］ 

 

４・市民の暮らしとまちを大切に考え、公務

員としての自覚と市民の視点の両方を持

ち、誠実・公正に仕事を進めることの出来

る信頼される職員を育成し続ける必要が

あります。 

② 迅速で正確な情報発信の強化や、適正か

つ適切に業務遂行できる人材育成の取り

組みにより、透明性、公正性が確保された

市民に信頼される市役所づくりを進めま

す。 

 

［行政への信頼］ 

 

５・人口減少社会における働き手不足などの

課題があるなか、目標の達成に必要となる

体制を確保するため、働きがいのある環境

づくりを進める必要があります。 

④ 行政サービスの質向上に繋げるため、職

員が働く意欲や自らの持つ能力を存分に

発揮していきいきと働くことの出来る環

境づくりを進めます。 

 

２・住み続けたいと思えるまちとなるよう、

大学や民間事業者、他の自治体等の多様な

主体との連携による行政活動が進んでい

ます。 

[持続可能な行政運営] ６・若い世代にとって定住魅力にあふれるま

ちとなるため、大学や民間事業者、他の自

治体等との連携・協力を進めるほか、市内

外の多くの人々に向けて、市政情報を積極

的に発信する必要があります。 

① 八尾に「住みたい、住み続けたい」と感じ

てもらえる人を一人でも増やすため、大学

や民間事業者、他の自治体等との連携・協

力による地方創生に資する取り組みを進

めます。 

目標３ 活気にあふれ、誰も

が誇りを持ち活躍できるまち 

３・行政手続きにおける市民の利便性の向上

が図られており、また、必要な情報を正確

に手に入れることができています。 

［行政への信頼］ 

１・目まぐるしく変化する社会情勢のなか、

高齢化率や外国人住民比率の増加等によ

り市民ニーズの更なる多様化が予測され

ます。 

７・多様化が予測される市民ニーズを的確に

捉え、必要な手続きやサービスが提供され

る市役所づくりが求められます。 

 目標４ 日常の暮らしが快適

で環境にやさしいまち 

［行政への信頼］ 

 

８・八尾のまちづくりに対する市民の関心や

理解を深めるため、様々な媒体を用いなが

ら、行政の取り組みや市民が必要とする情

報を素早く正確に伝える必要があります。 

② 迅速で正確な情報発信の強化や、適正か

つ適切に業務遂行できる人材育成の取り

組みにより、透明性、公正性が確保された

市民に信頼される市役所づくりを進めま

す。（再掲） 

 

 

  

＜メモ＞ ＜メモ＞ ＜メモ＞ ＜メモ＞ 



施策 No.33  公共施設マネジメントの推進 

めざす暮らしの姿 現状 課題 基本方針 まちづくりの目標 

１・計画的かつ適切な維持保全や機能更新、

バリアフリー化により、どのような時でも

市民が安全に安心して公共施設（庁舎、コ

ミュニティセンター、教育施設、福祉施設、

消防施設など）を利用することができま

す。 

 

［公共施設の維持管理］ 

１・八尾市が保有する公共施設等は、ほとん

どの施設で耐震改修が完了しているもの

の老朽化が進んでいるものが多くありま

す。 

 

１・公共施設には、今後ますます多くの更新

費用が必要です。 

２・八尾市公共施設マネジメント基本方針及

び八尾市公共施設マネジメント実施計画

に基づき、施設毎の長寿命化計画を作成

し、計画的に保全を行うことが課題です。 

① 施設の長寿命化と安全性確保をはかるた

めに、公共施設マネジメント実施計画に基

づき、施設毎の個別施設計画を作成し、公

共施設を長期的・計画的に保全します。 

 

目標２ もしもの時への備え

があるまち 

目標４ 日常の暮らしが快適

で環境にやさしいまち 

目標６ みんなの力でともに

つくる持続可能なまち 

［公共施設の維持管理］ 

 

３・少子高齢化への対応や共生社会の実現の

ため、バリアフリー化の推進が必要となっ

ています。 

 

２・長期的な視点に立って、公共施設の適正

な規模や配置の見直しが適宜行われてい

ます。 

 

［公共施設の効率的な配置］ 

２・昭和 39（1964）年までに市域の合併・

編入が完了してから整備された施設が多

いため、市民一人当たりの公共施設延床面

積は府下でも平均的な保有量です。 

４・人口減少や人口構造の変化により利用者

が減少した施設や、目標使用年数を迎える

施設は、他施設への複合化や合築などが必

要です。 

② 市民ニーズに的確に対応していくため、

公共施設の効率的な配置（施設の複合化・

統合化など）の検討を行い、公共施設のサ

ービスを適正化します。 

 

目標６ みんなの力でともに

つくる持続可能なまち 

３・PPP/PFI 手法の活用等により、民間の資

金・ノウハウを生かし、公共施設の管理・

運営が効率的に行われています。 

［公共施設の管理・運営、余剰施設の利活用］ 

３・個々の施設管理者ごとに維持管理、点検

等を実施しています。 

５・効果的・効率的な統一した管理手法の導

入が必要です。 

③ 公共施設の管理・運営の効率化のため、維

持管理コストの削減や利用者負担の適正

化、民間を活用した事業手法の導入に向け

取り組みます。 

目標６ みんなの力でともに

つくる持続可能なまち 

４・余剰施設や未利用地の民間活用や売却に

より、適切な資産管理が行われています。 

［公共施設の管理・運営、余剰施設の利活用］ 

４・役目を終えた施設の除却をする必要があ

ります。 

６・費用と時間を要するため、進んでいない

現状があります。 

④ 余剰施設や未利用地などの公有財産につ

いて、民間で有効活用し新たな歳入を確保

するとともに、利用しない資産は積極的に

売却していきます。 

目標６ みんなの力でともに

つくる持続可能なまち 

 

 

 

  

＜メモ＞ ＜メモ＞ ＜メモ＞ ＜メモ＞ 



施策 No.34  行財政改革の推進 

めざす暮らしの姿 現状 課題 基本方針 まちづくりの目標 

１・行財政改革の推進により、多様化・複雑

化する市民生活の課題、行政需要への対応

や未来に向けた新たな投資を可能とし、ま

ちの成長につなげる改革と成長の好循環

を実現しています。 

［新たな課題に対応するための財源確保］ 

１・限られた財源と人員で多様化する市民ニ

ーズに対応するため、行財政改革の取り組

みを弛みなく進めています。 

 

１・扶助費等の義務的経費は増加傾向にあ

り、また、生産年齢人口の減少に伴い市税

収入の減少が想定されることから、今後の

見通しは楽観視できるものではなく、さら

なる取り組みが必要です。 

① 新たな財源確保のため、より経営的な観

点から更なる改革に着手し、将来的に効果

が発生する取り組みの早期着手も含め、さ

らなる選択と集中とスクラップ＆ビルド

を推進します。 

目標６ みんなの力でともに

つくる持続可能なまち 

［行政活動の生産性向上］ 

２・少子高齢化と人口減少、とりわけ生産年

齢人口の減少が同時に進むことによる中

長期的な影響として、国全体として労働力

不足による職員数の減少等の懸念があり

ます。 

２・限られた職員数で必要となる行政活動を

遂行するため、行政活動の生産性の向上に

取り組むことが課題です。 

② 民間のノウハウ活用により、公共サービ

スの効率化と市民サービスの向上を図る

ため、公民協働手法の活用を推進します。 

 

２・ＩＣＴの活用等により、行政活動の生産

性が向上しています。 

［行政活動の生産性向上］ 

３・ＡＩ、ＲＰＡ等のＩＣＴの導入を検討し、

業務の自動化や省力化に取り組んでいま

す。 

３・ＩＣＴの技術は飛躍的に発展を続けてお

り、さらなる行政の効率化を進めるため、

その状況を常に把握し活用することが求

められています。 

③ 職員のマンパワー創出のため、ＩＣＴの

活用等の生産性向上に資する環境整備や

効率的な組織体制の構築等に取り組みま

す。 

目標６ みんなの力でともに

つくる持続可能なまち 
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